
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

国
立
感
染
症
研
究
所
で

は
Ὶ
全
国
約
５
０
０
０

の
医
療
機
関
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
患
者
の
報
告
を
受
け
て
い

る
Ί
８
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で

の
患
者
数
は
４
６
０
０
人
Ί
昨

年
の
同
時
期
は
88
人
で
あ
り
Ὶ

流
行
状
態
で
あ
る
Ί
各
学
校
に

お
け
る
Ὶ
新
学

期
か
ら
の
対
策

は
Ί

教
育
長
　

授
業
再
開

前
の
８
月
20
日

に
、
学
校
行
事

へ
の
対
応
を
通
知
し
た
。
家
庭

に
も
、
子
ど
も
安
全
連
絡
網
で

予
防
の
徹
底
を
依
頼
し
、
態
勢

を
整
え
た
。

都
市
計
画
税
は
平
成
６

年
度
に
導
入
さ
れ
た
Ί

過
去
の
経
過
と
現
状
Ὶ
本
来
の

目
的
と
成
果
Ὶ
今
後
の
方
向
を

問
う
Ί町

長
　
平
成
６
年
に
上

新
田
地
区
、
平
成
10
年

に
板
井
地
区
で
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
を
設
立
し
た
が
、
現
在
は

中
断
し
て
い
る
。
板
井
地
区
で

は
、
平
成
17
年
12
月
か
ら
区
画

整
理
事
業
に
か
わ
る
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

　
今
後
は
、
第
５
次
総
合
計
画

等
で
市
街
化
区
域
の
環
境
整
備

が
で
き
る
よ
う
位
置
づ
け
し
た

い
。

町
税
全
般
の
Ὶ
今
後
の

歳
入
予
測
を
伺
う
Ί

町
長
　
個
人
町
民
税
は
、

景
気
悪
化
の
影
響
か
ら
、

今
後
大
幅
な
減
収
が
懸
念
さ
れ

る
。
法
人
町
民
税
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
都
市
計
画
税
は

当
初
予
算
の
計
上
ど
お
り
推
移

し
て
い
る
。

異
常
気
象
に
よ

る
甚
大
な
水
害

に
対
し
Ὶ
発
生
時
の
対

策
は
万
全
か
Ί
ま
た
Ὶ
万

が
一
に
備
え
た
ハ
ザ
ῴ

ド
マ
兊
プ
が
整
備
で
き

る
の
か
Ί

町
長
　
上
陽
地

区
の
浸
水
想
定

原
因
が
分
か
る
マ
ッ
プ

と
な
っ
て
い
る
。
地
域

防
災
計
画
等
を
随
時
見

直
し
、
災
害
に
強
い
体

制
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

新学期でのインフル
エンザ対策の徹底は

筑井 あけみ 議員

Ｑ

玉村町でも第３子か
ら保育料の無料化を

 関口 祝嘉 議員

Ａ

９

Ｑ

Ａ

ＱＡ

台風による大雨で増水した利根川

前
橋
市
・
高
崎
市
で
は
Ὶ

第
３
子
か
ら
保
育
料
が

無
料
に
な
ℕ
て
い
る
Ί
玉
村
町

で
も
無
料
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
Ί

町
長
　
次
世
代
育
成
支

援
地
域
行
動
計
画
︵
後
期

計
画
︶
の
策
定
に
当
た
っ
て

﹁
理
想
の
子
ど

も
の
数
﹂
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー

ト

を

実

施

し

た
。
結
果
は
、
３

人

が

最

も

多

く
、
就
学
前
児

Ｑ

童
の
保
護
者
44
・
５
％
、
就
学

児
童
の
保
護
者
45
・
６
％
が
回

答
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
現
実
的
に
は
経
済

的
な
理
由
で
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
傾
向
が
う
か
が
え

る
。
今
後
の
国
の
﹁
子
育
て
応

援
特
別
手
当
﹂
に
対
す
る
対
応

や
、
他
市
町
村
の
動
向
を
勘
案

す
る
中
で
検
討
し
た
い
。

無
人
ヘ
リ
に
よ
る
農
薬

散
布
に
対
し
補
助
金
を

※

出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
Ὶ
箱
施

用
薬
剤
プ
リ
ン
ス
の
み
を
使
用

し
て
い
る
農
家
に
も
補
助
金
を

Ａ

Ｑ

Ａ

工事中は、校庭等の利用が制限される上陽小学校

ＱＡ

ＱＡ 出
す
べ
き
で
あ
る
Ί
低
農
薬
で

あ
り
Ὶ
安
全
安
心
な
米
で
あ

る
Ί

町
長
　
現
在
は
、
多
く

の
農
家
の
方
が
箱
施
用

薬
剤
を
使
用
し
て
い
る
。
農
家

の
負
担
軽
減
を
図
り
、
町
と
し

て
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

上
陽
小
学
校
耐
震
補
強

工
事
が
着
工
と
な
れ
ば
Ὶ

校
庭
が
使
用
で
き
な
く
な
る
の

で
は
Ί教

育
長
　
児
童
の
安
全

を
第
一
に
考
え
、
進
め

て
い
き
た
い
。

　
校
庭
は
狭
く
な
る
が
、

少
年
野
球
、
サ
ッ
カ
ー

は
利
用
で
き
る
。
体
育

館
利
用
の
児
童
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
が
相

談
を
受
け
る
。

※
箱
施
用
薬
剤
ῼ
苗
を
育

て
る
箱
に
薬
剤
を
散
布
Ί

長
期
間
の
効
果
が
持
続
Ὶ

河
川
へ
の
成
分
流
出
の
低

減
が
見
込
ま
れ
る
施
用
法

で
あ
る
Ί
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住民参加型町政の
推進を

原 幹雄 議員

生
涯
学
習
推
進
員
連
絡

会
へ
の
ア
プ
ロ
ῴ
チ
は
Ί

教
育
長
　
年
度
当
初
の

総
会
で
、
推
進
員
の
業

務
、
生
涯
学
習
の
意
義
、
生
涯

学
習
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本

的
な
考
え
方
を
説
明
し
て
い

る
。

　

　

社
会
教
育
委
員

会
で
は
Ὶ
そ
の

後
Ὶ
公
民
館
運

営
に
関
し
て
Ὶ

ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
Ί

教
育
長
　
社
会
教
育
委

員
が
計
画
立
案
し
た
事

業
の
中
に
、
公
民
館
事
業
も
含

ま
れ
て
い
る
。

‎
生
涯
学
習
課
の
事
務
内

容
が
よ
く
分
か
ら
な
い
‏

と
い
う
住
民
の
声
が
あ
る
が
Ί

教
育
長
　
文
化
セ
ン

タ
ー
の
入
り
口
に
案
内

板
な
ど
を
設
置
し
、
来
館
者
が

戸
惑
わ
な
い
よ
う
対
処
し
て
い

る
。
ま
た
、﹁
に
し
き
の
つ
う
し

ん
﹂
の
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
努
め
、
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

25
行
政
区
の
課
題
と
し

て
Ὶ
区
費
の
未
払
い
が

あ
る
Ί
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
し

て
い
る
が
Ὶ
行
政
は
静
観
し
て

い
る
の
か
Ί

町
長
　
区
長
会
で
検
討

し
て
い
た
だ
く
の
が
よ

い
と
思
う
。
標
準
的
な
区
の
会

計
処
理
、
予
算
・
決
算
書
の
作

成
な
ど
に
つ
い
て
は
、
支
援
し

て
い
き
た
い
。

県
立
女
子
大
学
が
導
入

※

し
て
い
る
‎
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ

シ
ス
テ
ム
‏
を
Ὶ
教
職
員
研
修

に
利
用
し
た
ら
ど
う
か
Ί

町立公民館運営、企画・審
議の体制を変えるべきでは

中里 知惠子 議員

Ｑ

Ｑ ＡＡ

ＱＡＱ

Ａ

放課後の部活動でパソコンを利用する、玉村中学校文芸部
の生徒たち

町立歴史資料館見取り図
（玉村町文化センター内）
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第
５
次
玉
村
町
総
合
計

画
や
下
水
道
整
備
計
画

な
ど
Ὶ
町
の
主
要
計
画
策
定
に

当
た
ℕ
て
は
Ὶ
町
民
の
英
知
を

結
集
で
き
る
よ
う
Ὶ
可
能
な
限

り
の
事
前
周
知
が
必
要
と
考
え

る
が
Ί町

長
　
事
前
に
情
報
を

伝
え
、
住
民
参
加
を
図
っ

て
い
く
こ
と
は

大
変
重
要
な
こ

と
と
考
え
て
い

る
。
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
策
定
状

況
を
随
時
知
ら
せ
、
関
心
を
高

め
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
資

産
割
は
Ὶ
担
税
力
や
固

定
資
産
税
の
平
等
負
担
と
い
う

観
点
か
ら
Ὶ
廃
止
を
検
討
す
べ

き
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
Ί町

長
　
国
民
健
康
保
険

税
の
資
産
割
は
、
全
国

で
８
割
以
上
の
自
治
体
が
取
り

入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
都
市

部
を
中
心
に
廃
止
す
る
自
治
体

も
増
え
て
き
て
い
る
。
資
産
割

の
問
題
点
と
し
て
担
税
力
や
重

税
感
な
ど
が
あ
る
が
、
負
担
者

の
変
更
に
よ
る
影
響
な
ど
検
討

課
題
も
多
い
。
今
後
、
国
民
健

康
保
険
税
の
見
直
し
に
合
わ

せ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

郷
土
の
Ὶ
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地
域
の
歴

史
教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
Ί

教
育
長
　

ど
こ
へ
行
っ

て
も
同
じ
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り

 
か
ら 

ま
ち
や
地
域

の
記
憶
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ

く
り

 

が
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く

り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

　
町
で
は
、
歴
史
資
料

館
を
活
用
し
た
啓
蒙
活

動
、
小
学
校
３
・
４
年

生
を
対
象
と
し
た
社
会

科
副
読
本
の
作
成
、
住

民
と
協
働
し
た
活
動
な

ど
、
郷
土
の
歴
史
と
文

化
を
知
り
、
誇
り
と
愛

着
が
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

教
育
長
　
﹁
Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
﹂

は
語
学
の
習
得
に
効
果

が
あ
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
新
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
指
導
力
向
上
の
成

果
が
期
待
で
き
る
な
ら

ば
、
実
現
さ
せ
た
い
。

Ｑ

Ａ

※
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
ῼ

コ
ン
ピ
奛
ῴ
タ
を
活
用
し

た
外
国
語
教
育
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
Ί
リ
ス
ニ
ン
グ
や

ス
ピ
ῴ
チ
を
習
得
す
る
授

業
に
最
適
Ί


